平成２２年度　第１回　第三者委員会報告
・開催日時　　平成２２年３月４日　　１０時～１１時３０分
・開催場所　　光が丘学園ＳＳルーム
・出席者　　　第三者委員　　青山　紘　　第三者委員　　安井　友康
　　　　　　　法人・施設　　施設長(苦情処理責任者)　　小野　しのぶ(司会)
　　　　　　　　　　　　　　副施設長(窓口担当者)　　　横田　晃嗣
　　　　　　　　　　　　　　児童指導員(園内苦情担)　　目黒　慎治(記録)
1、 施設長挨拶
　お忙しいなか、お集まりいただきまし、ありがとうございます。この１年間、法人・施設に対する、子どもたち、保護者の方からいただいた苦情について報告をいたしますが、苦情内容、対応、評価にかかわり忌憚のないご意見をいただき今後の支援にいかしてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。
2、 平成２２年度　光が丘学園苦情処理報告
　横田窓口担当者より、平成２２年度園内苦情について説明を行う。
・申立人(在園児　　６件　その他　　２件)　計８件
・内　容(園内生活　６件　その他　　２件)　計８件
　　　　・今年度より実施している、ヒヤリハット報告について説明する。　　　　　

平成２２年４月～平成２３年２月　　計３８件
　　　　　
3、 第三者委員より
・子ども同士のトラブルを解決する過程を通して、子ども達の生活や施設の環境
　についても配慮し、子ども達の育ちを支えていけるよう今後も努力を行って欲　
　しい。
・今回説明をいただいた８件の苦情対応、評価については、適正に処理されてい
　る。
・施設の方針を軸とし、その軸を全職員で共有していくことが重要であり、軸がしっかりとしていることで子どもが安心して生活を送ることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・近隣からの苦情については施設の持つ宿命とも言えるが、だからこそ施設の方
から積極的なアプローチをしていくことで、地域の中で必要とされる施設を目指
　　　　　す必要がある。
　　　　・幼児と職員の間で様々な悩みがあるようだが、｢小さな子どもは、大人の言う事　
　　　　　聞くものだ。｣と思いこまない。職員のしっかりとした対応が大切。
4、 苦情処理責任者(施設長)　より　　
苦情解決の過程は子どもの理解を深め支援のあり方を検討するための大切な課題であるという認識をしっかりと持ち、これからも子ども達の最善の利益の為に職員一同真摯に努力を重ねていきたいと思います。また事故や事件は決して偶然のなせることではなく、たくさんの見落としや、うっかり、そして感性の鈍さから必然的に起こるという事実を重く受け止め、ヒヤリハットの検証を通し安心、安全な生活を続けるよう努力を重ねたいと思います。　
　これからも、第三者委員の皆さまのご指導をよろしくお願い申し上げます。
